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１．法人の概要

私があなたがたを愛したように、

あなたがたも互いに愛し合いなさい

（ヨハネ13の34）





２．活動の背景と目的



３．活動の概要

1. 主に事故防止をメインに使用している見守り機器を生産

性向上にも活用していく

2. 職員の精神的・体力的な問題を軽減できるようにしたい

3. どのように導入し、職員間で共有し、統一していくかに

ついて模索していく



４．活動内容



４．１ 計画(Plan)について
施策案目的テーマNo.

・特養とショートステイのナースコールが違うものだったの

で同じ物に統一していきたいという気持ちもあったが、伴走

支援から三種の神器（見守り機器、インカム、記録ソフト）

のアドバイスがある。その際にインカムは安価に導入できる

物を試用したら良いと具体的な商品を紹介頂いた。（10/9）
・伴走支援より商品の紹介をもらい、同製品を２個購入しイ

ンカムを試用してみる事とした（11/）

・手が離せない状況でもすぐに連携を取れるようにしたい

・人を探す手間をなくしたい

・コールに誰が対応したか全員が分かるようにしたい

職員間の連携強化（試

用）

1

・複数のパソコンとインカムを接続し試用してみる。

・業者に機器の説明や代替品依頼する。

・検討メンバーで役割を分担する。

・インカムを使用する際のマニュアルを作成する。（ルール、

シナリオ、緊急時の対応など作る）

・職員に周知するために勉強会を実施する。

・いきなり全体でインカムを使用すると評価や対応が難しい

ので、1F（特養とショートステイ）でインカムを使用してみ
てフィードバックをもらう。

・パソコンとインカムを使用して職員間の連携を強化することができ

る（緊急時にすぐに応援要請することができる、全員に情報の伝達・

共有ができる）

・まずワンステップ目に1F（特養とショートステイ）でインカムを使
用して連携できるようになる

職員間の連携強化（試

用2）

2

・見守り機器の展示会に参加する

・見守り機器を導入している施設に見学に行く

・業者に説明してもらう

・見守り機器の比較検討を実施する

・必要な機能と必要でない機能の確認をする

・導入する機器のマニュアルを作成する

・補助金について調べる

・見守りカメラを使用してヒヤリハットを集めて事故の対策ができる

・夜間の1時間毎の巡視の負担軽減ができる
・利用者の体調不良が早期発見できる

夜勤職員の身体的・精

神的な負担軽減

3

次
ペ
｜
ジ
で
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明



優先課題

職員の精神的・体力的な問題を軽減できるようにしたい

訪室回数・移動距離の削減、職員間のコミュニケーション改善

インカムの導入、見守り機器の導入



４．２ 実施(Do)について
工夫した点解決方法苦労した点テーマNo.

・接続機器PCでうまくいかなかったため、施設にある夜
勤者用スマホに接続するようにした。

・スマホを使用した。
・パソコンと複数のインカムの同時接続が出来なかっ

た。
職員間の連携強化（試用）

1

・1階ショートのホールと1階特養のホールにスマホを固定
して置き、どこまで音が綺麗に聞こえるか試してみた。シ

ョートはどこに移動しても音が綺麗に聞こえていたが、特

養は一番離れている部屋に入った時だけ音割れが少しだけ

していた。ショートなら端末を持ち歩かずに使用すること

が可能ということが分かった。

・クリアトークカムとスマホの使用感を比べてみた。性能

に差は感じなかったが、操作性はクリアトークカムのほう

がシンプルで分かりやすかった。

（1）今村さんのアドバイス通り、ワゴンにパソコン
を置いて移動した。どこにいても会話はよく聞こえて

いた。

（2）できるだけ安価に導入したいという想いがあり
再検討する事となった。インカム（shokz）について
は以前使用していたインカムより音質も良く、耐久性

や防水性能もあり、連続27時間使用が可能。課題とし
ていたミュートの機能もある。善光会でも使用してい

ることや、業者の勧めもありshokzを導入する予定。
（3）iPad・スマホ2台とインカム（shokz）2機を
Bluetoothで接続し、GoogleMeetを使用して試行して
みた。1階お風呂介助（9；00～11：30）の場面を想定
して試行してみた。iPadはお風呂担当用で使用し、お

風呂場の外にiPadを固定して置いてみた。スマホは持
ち歩きながら試行してみる。1階のどの場所にいても
会話は綺麗に聞こえていた。またiPad・スマホと接続
したインカムはミュート機能が使えた。ミュートのオ

ンオフのアナウンスもあるので分かりやすかった。他

の通話アプリはまだお試しできていないので早急に

色々調べてみる。

（1）パソコン（詰所）とインカムを繋いで試してみ
たが、風呂場や居室の扉で聞こえが途切れたり、パソ

コンとの距離が離れると聞き取りにくくなる。

（2）パラマウントの業者説明がありクリアトークカ
ムとインカム（shokz）の説明をしていただく。クリ
アトークカムはメリットもたくさんあったが、一番の

デメリットは金額が高いことであった。またインカム

をミュートにする際、ボタンが「ピッ」と鳴るだけな

のでオンオフが分かりにくかった。

（3）パソコン2台とインカム（shokz）2機を
Bluetoothで接続し、GoogleMeetを使用して試行して
みる。「ワゴンを押して歩くのが手間」、「手作業を

止めないで使用できるのがインカムの良さなのに両手

がふさがるのは不便」という意見があった。またパソ

コンを使用するとなぜかインカムのミュート機能が使

えなかった（色々調べてみるも解決できず）。また

GoogleMeetの連続使用時間が1時間と限られている。
有料版に切り替えるか、他の通話アプリを探さないと

いけないことが分かった。

職員間の連携強化（試用2）

2

・施設見学に行きどのように見守り機器を運用しているか

見せてもらった。

・課題を整理して目的を定めて優先順位を決めて取り

組んでいく

・見守り機器の運用ルールを作成する

・見守り機器を導入する目的が定まっていなかったの

で、どの見守り機器が施設に合っているのか分からな

くなった。

・他施設の見守りカメラ運用状況を見学した際、転倒

してなくてもアラートが鳴ったり、アラートが頻回に

なっていたので利用者の状態に合わせてセンサーを設

定するなど運用ルールを設計が必要だと思った。

夜勤職員の身体的・精神的な負担軽減
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試行①

・スマホ2台とインカム2機をBluetoothで接続

・Googlemeetを使用する

施設内のどこにいても会話が良く聞こえていた

施設内のネットワーク状況に問題がないことが

分かった



・耳をふさがないため周囲の音が聞こえる

・耳の中に入れないので衛生面を気にせず

職員間での共有が可能

骨伝導イヤホン（ｂｈ330）

・本体にミュート機能がない

・スマホを操作してミュートのオンオフを

しなければならない

メリット

デメリット

ミュート機能付きのインカムを
使用する



スマートフォン

充電が30分の使用で10％減少する

一日を通しての使用は難しい…



代替案

インカム1機につき端末が1台必要



試行②

・パソコン2台とインカム2機をBluetooth接続

・Googlemeetを使用する

パソコンとインカムの距離が離れると音声が

途切れたり、聞き取りにくくなる



試行②

・ワゴンにパソコンを置いて移動

端末とインカムに一定の距離ができると

Bluetoothの接続が切れることを理解する

しかし現場から…

スマホやiPadを使用して運用する



クリアトークカム

クリアトークカムHPより抜粋



クリアトークカム

・操作がシンプルで分かりやすい

・子機のバッテリーが長持ち

・バッテリーだけの充電器があり

予備バッテリーへの交換により

24時間連続使用可能

・ナースコールや見守り機器と連

携できる

・スマホを導入することになった

時に持ち物が増える

・導入コストが高い

メリット デメリット



bh330shokz比較項目

3300円22880円
コスト

9時間16時間
連続使用時間

IPX4防水IP55防水
防水

なしあり
ミュート機能

インカム比較表



子機スマホ比較項目

操作性

連続使用時間

防水

記録の入力

スマホと子機の比較表



・試行をもとに簡易マニュアルの作成

・Googlemeetの無料版の連続使用時間が
1時間と限られている

・他の通話アプリを試してみる

試行③

・iPad、スマホ、パソコンの3台とインカム
3機をBluetoothで接続

・Googlemeetを使用

・お風呂介助の場面を想定して試行



ショートステイと特養のホールに端末を固定

・特養は一番離れている部屋に入ると音割れがする

・ショートステイの館内であればどこにいても音が綺麗に聞こえる

・ショートステイの館内であれば端末を持ち歩かずに使用可能

ショートステイでiPadを使用する



LINEWORKS（スマホアプリ）

・LINEは普段から使用している
職員が多いので操作に慣れてい

るため運用しやすい

・チャット機能などの情報共有

ツールもある

・導入コストが安価

・毎月運用コストがかかる

メリット デメリット



ほのぼのトーク（スマホアプリ）

・会話がテキスト化されるので聞

き漏らしがない

・テキストをタップすると音声再

生ができる

・充実したサポート体制

・導入コストが高い

・テキスト化が正確ではない

・iPhoneしか対応していない

メリット デメリット



バディコム（スマホアプリ）

・操作がシンプルで分かりやすい

・会話がテキスト化されるので聞

き漏らしがない

・導入コストが安価

・通話中はボタンを押し続けなけれ

ばならないので片手がふさがる

・専用インカムの線が垂れて利用者

が引っ張ってしまいそうで危ない

・毎月運用コストがかかる

メリット デメリット



運用のしやすさ

情報共有ツールの
導入

導入コスト
運用コスト

LINEWORKS



経験から得た知識を蓄積することで…



４．２ 実施(Do)について
工夫した点解決方法苦労した点テーマNo.

・接続機器PCでうまくいかなかったため、施設にある夜
勤者用スマホに接続するようにした。

・スマホを使用した。
・パソコンと複数のインカムの同時接続が出来なかっ

た。
職員間の連携強化（試用）

1

・1階ショートのホールと1階特養のホールにスマホを固定
して置き、どこまで音が綺麗に聞こえるか試してみた。シ

ョートはどこに移動しても音が綺麗に聞こえていたが、特

養は一番離れている部屋に入った時だけ音割れが少しだけ

していた。ショートなら端末を持ち歩かずに使用すること

が可能ということが分かった。

・クリアトークカムとスマホの使用感を比べてみた。性能

に差は感じなかったが、操作性はクリアトークカムのほう

がシンプルで分かりやすかった。

（1）今村さんのアドバイス通り、ワゴンにパソコン
を置いて移動した。どこにいても会話はよく聞こえて

いた。

（2）できるだけ安価に導入したいという想いがあり
再検討する事となった。インカム（shokz）について
は以前使用していたインカムより音質も良く、耐久性

や防水性能もあり、連続27時間使用が可能。課題とし
ていたミュートの機能もある。善光会でも使用してい

ることや、業者の勧めもありshokzを導入する予定。
（3）iPad・スマホ2台とインカム（shokz）2機を
Bluetoothで接続し、GoogleMeetを使用して試行して
みた。1階お風呂介助（9；00～11：30）の場面を想定
して試行してみた。iPadはお風呂担当用で使用し、お

風呂場の外にiPadを固定して置いてみた。スマホは持
ち歩きながら試行してみる。1階のどの場所にいても
会話は綺麗に聞こえていた。またiPad・スマホと接続
したインカムはミュート機能が使えた。ミュートのオ

ンオフのアナウンスもあるので分かりやすかった。他

の通話アプリはまだお試しできていないので早急に

色々調べてみる。

（1）パソコン（詰所）とインカムを繋いで試してみ
たが、風呂場や居室の扉で聞こえが途切れたり、パソ

コンとの距離が離れると聞き取りにくくなる。

（2）パラマウントの業者説明がありクリアトークカ
ムとインカム（shokz）の説明をしていただく。クリ
アトークカムはメリットもたくさんあったが、一番の

デメリットは金額が高いことであった。またインカム

をミュートにする際、ボタンが「ピッ」と鳴るだけな

のでオンオフが分かりにくかった。

（3）パソコン2台とインカム（shokz）2機を
Bluetoothで接続し、GoogleMeetを使用して試行して
みる。「ワゴンを押して歩くのが手間」、「手作業を

止めないで使用できるのがインカムの良さなのに両手

がふさがるのは不便」という意見があった。またパソ

コンを使用するとなぜかインカムのミュート機能が使

えなかった（色々調べてみるも解決できず）。また

GoogleMeetの連続使用時間が1時間と限られている。
有料版に切り替えるか、他の通話アプリを探さないと

いけないことが分かった。

職員間の連携強化（試用2）

2

・施設見学に行きどのように見守り機器を運用しているか

見せてもらった。

・課題を整理して目的を定めて優先順位を決めて取り

組んでいく

・見守り機器の運用ルールを作成する

・見守り機器を導入する目的が定まっていなかったの

で、どの見守り機器が施設に合っているのか分からな

くなった。

・他施設の見守りカメラ運用状況を見学した際、転倒

してなくてもアラートが鳴ったり、アラートが頻回に

なっていたので利用者の状態に合わせてセンサーを設

定するなど運用ルールを設計が必要だと思った。

夜勤職員の身体的・精神的な負担軽減

3

次
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４．２ 実施(Do)について

実施にあたり、施設見学や展示会の見学に参加した。苦労した点

は、見守り機器の使用目的の意識統一が不十分で機器の選定にま

で至らなかったことです。これを克服するために、課題の整理か

ら取り組むことにしました。



４．３ ふりかえり(Check)について
うまくいかなかった点の原因うまくいかなかった点うまくいった点テーマNo.

１．ON・OFF機能がインカム本体に無かった。
２．施設のスマホが古く、長時間の使用を想定

していなかった。

３．何もわからない状態で手探りで試用してい

たので、早い段階で業者に説明を依頼しておけ

ればよかった。

1.骨伝導イヤホンにミュート機能がなかっ
たのでスマホを取り出してミュートにする

のが手間だった。

2．スマホの電池の消耗が早い。30分で
10％減少。スマホでの実施は難しい。

・どのフロアにいても音は綺麗に聞こえ

ていた

・スマホを使用したインカムの接続はス

ムーズにできた

職員間の連携強化（試用）

1

（1）予算感が分からないまま進めていた。も
っと規模を小さくして試行を始めればよかった。

（1）技術課題が解決できていないので、計
画予定であった実施対象者を含めて試行が

出来なかった。

職員間の連携強化（試用2）

2

・課題解決の優先順位を決めてなかったのでう

まくいかなかった。

・事故の対策だけではなく夜勤帯の巡視の負担

軽減にも目的を広げてしまった。

・いきなり全館に見守り機器を導入しようとし

ていたのでうまくいかなかった。

・目的を見失っていたのでどの機器を導入

していいか分からなくなっていた。

・全館（1階2階特養、1階ショートステイ）
に同じ見守り機器を導入しようとしていた

のでうまくいかなかった。

・どの見守り機器を導入するか決められな

かった為、補助金の申請が出来なかった。

・アームスだと全利用者に使用すること

が出来るが、見守りカメラ（HitomeQ）
だと居室の配置を登録する必要があるた

め個々に設定が必要になるなど、色々な

見守り機器の特性について知ることがで

きた。

・全館に同じ機器を使用するのは難しい

と分かった。各階の課題を解決できるよ

うに目的に応じた見守り機器を導入しな

ければいけないことが分かった。

夜勤職員の身体的・精神的な負

担軽減
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４．３ ふりかえり(Check)について

・使用機器をパソコンからスマホへ変更したことで、Bluetoothの
接続状況とインカムの操作性が良くなった。

・なるべく施設にある物を使用してインカムの試行を実施したの

でコストを抑えて試すことができた。

うまくいった点



４．３ ふりかえり(Check)について

・スマホの電池消耗が思っていたよりも早かった。

・使用スマホの性能や年式が古い物だった。

うまくいかなかった点

うまくいかなかった原因



４．３ ふりかえり(Check)について
うまくいかなかった点の原因うまくいかなかった点うまくいった点テーマNo.

１．ON・OFF機能がインカム本体に無かった。
２．施設のスマホが古く、長時間の使用を想定

していなかった。

３．何もわからない状態で手探りで試用してい

たので、早い段階で業者に説明を依頼しておけ

ればよかった。

1.骨伝導イヤホンにミュート機能がなかっ
たのでスマホを取り出してミュートにする

のが手間だった。

2．スマホの電池の消耗が早い。30分で
10％減少。スマホでの実施は難しい。

・どのフロアにいても音は綺麗に聞こえ

ていた

・スマホを使用したインカムの接続はス

ムーズにできた

職員間の連携強化（試用）

1

（1）予算感が分からないまま進めていた。も
っと規模を小さくして試行を始めればよかった。

（1）技術課題が解決できていないので、計
画予定であった実施対象者を含めて試行が

出来なかった。

職員間の連携強化（試用2）

2

・課題解決の優先順位を決めてなかったのでう

まくいかなかった。

・事故の対策だけではなく夜勤帯の巡視の負担

軽減にも目的を広げてしまった。

・いきなり全館に見守り機器を導入しようとし

ていたのでうまくいかなかった。

・目的を見失っていたのでどの機器を導入

していいか分からなくなっていた。

・全館（1階2階特養、1階ショートステイ）
に同じ見守り機器を導入しようとしていた

のでうまくいかなかった。

・どの見守り機器を導入するか決められな

かった為、補助金の申請が出来なかった。

・アームスだと全利用者に使用すること

が出来るが、見守りカメラ（HitomeQ）
だと居室の配置を登録する必要があるた

め個々に設定が必要になるなど、色々な

見守り機器の特性について知ることがで

きた。

・全館に同じ機器を使用するのは難しい

と分かった。各階の課題を解決できるよ

うに目的に応じた見守り機器を導入しな

ければいけないことが分かった。

夜勤職員の身体的・精神的な負

担軽減

3
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明



４．３ ふりかえり(Check)について

・各階の課題を解決できるように目的に応じた見守り機器を導入

しなければいけないことが分かった。

・施設見学や展示会の見学に参加して、色々な見守り機器の特性

について知ることができた。

うまくいった点



４．３ ふりかえり(Check)について

・全館(1階2階特養、1階ショー
トステイ)に同じ見守り機器
を導入しようとしていたので
うまくいかなかった。

・課題解決の優先順位を決め

てなかったのでうまくいか

なかった。

・いきなり全館に見守り機器

を導入しようとしていたの

でうまくいかなかった。

うまくいかなかった点 うまくいかなかった原因



４．４ 見直し(Action)について
見直し施策案見直し目的見直し実施対象

(全職員/一部職員(具体的に書く)

テーマNo.

・複数のパソコンとインカムを接続し試用して

みる。

・業者に機器の説明や代替品の依頼する。

・検討メンバーで役割を分担する。

・インカムを使用する際のマニュアルを作成す

る。（ルール、シナリオ、緊急時の対応など作

る）

・職員に周知するために勉強会を実施する。

・複数のパソコンとイヤホンを接続しイン

カムを使用して職員間の連携を強化するこ

とができる。

成川施設長

石川事務長

西野介護主任

宇野相談員

菊池機能訓練指導員

職員間の連携強化（試用）

1

職員間の連携強化（試用2）

2

・業者に依頼してアームス、眠りＳＣＡＮ他比

較検討をする

・使用マニュアルを作成（ルール、シナリオ、

緊急時の対応など作る）

・勉強会を実施する

・1階特養で見守り機器をお試ししてみる
・Wi-Fiがちゃんと飛ぶのか確認
・夜勤職員からフィードバックを受け、マニュ

アルの見直しを行う

・夜勤の現状や課題を整理して、優先順位

をつけると、夜勤職員の巡視負担軽減を目

的としたものを導入する事となった。1階特
養は寝たきりの利用者が多く、寝ている時

の状態が把握できれば、1時間に1回の巡視
を減らせることが出来る。まずワンステッ

プ目に1階特養に見守り機器をお試し導入す
る。

成川施設長

石川事務長

西野介護主任

森島介護SL
菊池機能訓練指導員

夜勤職員の身体的・精神的な負

担軽減

3
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今後に向けて

現状1階のお風呂介助（9：00～11：30）の時間だけでインカムを
使用しているので、これを見直し、進化させて、二階フロアのお

風呂介助の時間や夜勤帯の連携強化が達成できるように、活動の

幅を広げて、継続していきたいと考えています。



４．４ 見直し(Action)について
見直し施策案見直し目的見直し実施対象

(全職員/一部職員(具体的に書く)

テーマNo.

・複数のパソコンとインカムを接続し試用して

みる。

・業者に機器の説明や代替品の依頼する。

・検討メンバーで役割を分担する。

・インカムを使用する際のマニュアルを作成す

る。（ルール、シナリオ、緊急時の対応など作

る）

・職員に周知するために勉強会を実施する。

・複数のパソコンとイヤホンを接続しイン

カムを使用して職員間の連携を強化するこ

とができる。

成川施設長

石川事務長

西野介護主任

宇野相談員

菊池機能訓練指導員

職員間の連携強化（試用）

1

職員間の連携強化（試用2）

2

・業者に依頼してアームス、眠りＳＣＡＮ他比

較検討をする

・使用マニュアルを作成（ルール、シナリオ、

緊急時の対応など作る）

・勉強会を実施する

・1階特養で見守り機器をお試ししてみる
・Wi-Fiがちゃんと飛ぶのか確認
・夜勤職員からフィードバックを受け、マニュ

アルの見直しを行う

・夜勤の現状や課題を整理して、優先順位

をつけると、夜勤職員の巡視負担軽減を目

的としたものを導入する事となった。1階特
養は寝たきりの利用者が多く、寝ている時

の状態が把握できれば、1時間に1回の巡視
を減らせることが出来る。まずワンステッ

プ目に1階特養に見守り機器をお試し導入す
る。

成川施設長

石川事務長

西野介護主任

森島介護SL
菊池機能訓練指導員

夜勤職員の身体的・精神的な負

担軽減

3
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今後に向けて

現状夜勤時の巡視が1時間に1回なので、これを見直し、見守り
機器を導入することで夜勤職員の身体的・精神的な負担が軽減

できるように活動を継続していきたいと考えています。



５．まとめ

最初は、活動メンバーが一同に介する機会を作らないまま、個々に伝

達することを中心に活動していました。言い訳になりますが、現場の

業務を止める訳にはいかないため、現場担当者に気を使いすぎてしま

いました。

善行総合研究所からは叱咤激励をいただき、活動体制を立て直し、で

きることから粛々とやり直し始めました。メンバーが一同に介する機

会や一緒の活動機会も上長のリーダーシップで実現し、役割分担も行

えるようになりました。今回の活動では、当初目的としていた見守り

機器の導入までは至りませんでした。しかしながら、具体的な施行と

して、インカムの運用にチャレンジできたことは、介護機器活用の始

めの一歩を踏み出すことができ、良かったと考えています。



６．最後に

今回「令和6年度介護生産性向上推進事業(介護ロボット部門)」に
おける介護ロボット導入等による生産性向上のための伴走支援先

に選出していただき、伴走支援を受けることができ感謝していま

す。

特に、介護ロボットの導入プロセスを知ることができたこと、イ

ンカムという新しい機器の導入において安価、スモールスタート

を助言していただいたことは、実施していくうえでチェックがし

やすく、次のアクションに繋げやすかったと思っています。



今後について

今後は、課題を整理して役割分担しながら、職員の負担を軽減

するための見守り機器の導入を検討し、取り組んでいきたいと

思います。

これで報告を終わります。


